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合本特集は,地質調査所が進めている,大気二酸化

炭素とサンゴ礁の関係についての研究に関連して,

昨年行なわれた討論会の内容をまとめたものです.

通常の地質ニュｰスとは異なる内容に,とまどわれ

た読者の方もいらっしゃるのではないかと思います.

舎サンゴ礁は,生物自らがつくりあげた地移･地質

の上に展開する複雑な生態系です.その理解には,

生物たちの関係や物質の動きを調べるだけでなく,

サンゴ礁という場の成り立ちや特性についての地質

学的な視点が不可欠です.むしろ,そうした視点に

基づいて,生物や地球化学の情報をまとめることが

必要であると考えています.そうした意味で,学際

的な内容を持つ本特集が,地質ニュｰスにまとめら

れた意義は大きいと思います.

合本特集号では,また,工学系の研究老による地球

温暖化の対策技術としてのサンゴ礁の利用について

の関心があわ竜でまとめられています.私達は,サ

ンゴ礁の活用も,サンゴ礁という場の十分な理解に

基づいて行なうべきと考えています.今後は,本特

集号で明確になった論点にそって,研究をさらに展

開して行きたいと思います.

禽年度末のお忙しい時期に,原稿をお願いいたしま

した皆様,グラビアの写真をご提供下さいました皆

様に心から感謝いたします.できるだけ地質ニュｰ

スの読者にわかりやすいものになるようにご助力く

ださいました,編集委員会,事務局の方々に,お礼

申し上げます.最後に,本研究が,このような特集

を組めるように一なるまでに,4月より茨城大学に彩

られました大嶋和雄さんのお力が大きかったことを

記して,感謝したいと思います.

海洋地質都茅根創記

禽いつのまにか,つくばの森にカッコウの声が響

き,木陰に鳴子ユリが咲く頃にたってしまいまし

た.自然を残したつくぱの良さを実感できる季節で

す.

禽今回のサンゴ礁と大気の炭素循環特集号は,企画

から編集まで,海洋地質部茅根さんの努力によって

完成Lました.大気中の炭素濃度とサンゴの関係

は,海水を仲立ちとしているため直感的には分かり

にくい部分があります.海水中のC02がCaC03と

してサンゴ礁に固定されれば,その分だけ大気中か

ら海水にC02が溶けてもよさそうなものですが,

ことは簡単でない事情がお分かりいただけたかと思

います.

禽地質調査所が所属している工業技術院では,在つ

くば研究所の改変が進んでいます.今年から産業技

術融合領域研究所や物質工学工業技術研究所,生命

工学工業技術研究所ができました.設立のキｰワｰ

ドには分野横断研究や地球規模の問題があげられて

います.今後とも共同研究は多くたるでしょう.今

回の特集は,地質調査所の存在意義を考える上で,

一つのモデルになると思います.
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